
背景
NTTは、感性はそのときの脳の状態に表現されると考え“脳の表情”を多次元的
な表現で知覚可能にする「脳内表象可知覚化技術」に取り組みます。本展⽰で
はその1つとして、さまざまな刺激を受けた時の脳波の表現類似度解析により
個⼈の感性を抽出し活⽤する取組みを紹介します。

成果の概要
NTTは、物事の主観的な捉え⽅が脳波に反映されることを実験的に確認し、刺
激提⽰時の脳波の類似度解析により感性を分析する技術を開発しました。
また、感性を画像⽣成AIとのコミュニケーションに活⽤することで、⼈間の創
造性を拡張するデモンストレーションを実現しました。

技術のポイント
脳波の類似性からコンテンツやカテゴリの関係性を視覚的に⽰すことで、ユーザの主観的な捉え⽅を詳細に表現し
ます

ユーザの主観的な捉え⽅からコンテンツの特徴を抽出し、それらを⽣成AIへの⼊⼒とすることで、ユーザの感性を
反映する新しいコンテンツ創出を効果的に⽀援します

この研究がもたらす未来
これまで把握・伝達が困難であった、⾃⾝や他者の「感性」をコミュニケーションできるようにすることで、異なる
感性を持った⼈々が互いに理解・尊重し合い、活躍できる世界をめざします。
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E35 脳波から抽出した個⼈の感性を⽣成AIに伝達することで、⼈間の創造性を拡張します

脳内表象の類似度に基づく感性分析技術

脳や⾝体の情報で個を⽀えるテクノロジー
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